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第Ⅹ章 評価書を修正した個所及び内容の一覧 

 

知事意見等により評価書を修正した個所及び内容は、表Ⅹ.１(1)～(7)に示すと

おりである。 

なお、表中の修正・補足した理由は、以下に示すとおりである。 

 

Ａ：知事意見により補足・修正を行ったもの  
Ｂ：関係課等の指摘により補足・修正を行ったもの  
Ｃ：Ａ．Ｂに関連して補足・修正を行ったもの  
Ｄ：その他（誤りの修正、内容の補足等） 
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表Ⅹ.１(1) 評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 

第Ⅱ章 都市計画対象事業の目的及び概要 
Ⅱ-20 －  「図Ⅱ-２-３.６ 主要道路標準断

面図」 
図中；車道 

Ⅱ-20 －  「図Ⅱ-２-３.６ 主要道路標準断

面図」 
図中；車線に変更 

Ｂ 

Ⅱ-21 －  「図Ⅱ-２-３ .７(1) 街路樹植栽

計画（都市計画道路の場合）」 

Ⅱ-21 －  「図Ⅱ-２-３ .７(1) 街路樹植栽

計画（都市計画道路の場合）」の街

路樹の内容を変更した｡ 

Ｂ 

Ⅱ-22 －  「図Ⅱ-２-３ .７(1) 街路樹植栽

計画（ビオトープ園～２号公園の区

画道路の場合）」 

Ⅱ-22 －  「図Ⅱ-２-３ .７(1) 街路樹植栽

計画（ビオトープ園～２号公園の区

画道路の場合）」の街路樹の内容を
変更した。 

Ｂ 

Ⅱ-24 －  「表Ⅱ-２-３.８ 公園整備方針」

中のかすみ堤の項目 

－  －  かすみ堤の項目を「ウ．かすみ堤整

備計画」(p.Ⅱ-42～43)に移動し、
詳細に示した。 

Ａ 

Ⅱ-28 －  「表Ⅱ-２-３.９ ビオトープ園及

び 緑の回 廊に導 入・誘導 する生 物
相」 

表中②湿性草地の昆虫類の欄；トン

ボ類、キタテハ､イチモンジセセリ、
モンキチョウ等 

Ⅱ-28 －  「表Ⅱ-２-３.９ ビオトープ園及

び 緑の回 廊に導 入・誘導 する生 物
相」 

表中②湿性草地の昆虫類の欄；トン

ボ類、キタテハ、モンキチョウ等（イ
チモンジセセリを削除） 

Ｂ 

Ⅱ-35 24～25 ・水は対象事業実施区域内外に設置

されている農業用井戸（補償井）か

ら取水する。 

Ⅱ-35 24～26 ・水は農業用井戸（補償井№32）か

ら取水する。この井戸は常永公園の

北 東側付 近の対 象事業実 施区域 内
に設置されており、深度100ｍ、揚

水量114㎥/時である。 

Ｂ 

Ⅱ-35 26 ・取水量は68㎥/時である。  Ⅱ-35 27～28 ・取水量は68㎥/時である。なお、
こ の量は 補償井 №32の揚 水量以 下

であり、安定した水の供給が可能と

考える。 

Ｂ 

Ⅱ-37 －  ― Ⅱ-37 下8～6 ｃ.ビオトープ園及び緑の回廊の整

備における施工管理 

ビ オトー プ園及 び……施 工管理 を
行う。（項目と内容の追加）  

Ｂ 

Ⅱ-42 －  「図Ⅱ-２-３.15 かすみ堤標準断

面図」 
図中；透水性アスファルト舗装 

Ⅱ-43 －  「図Ⅱ-２-３.15 かすみ堤標準断

面図」 
図中；透水性舗装に変更 

Ａ 

Ⅱ-42 －  「図Ⅱ-２-３.15 かすみ堤標準断

面図」 

図中；幅員の約9.0ｍ、約3.0ｍ 

Ⅱ-43 －  「図Ⅱ-２-３.15 かすみ堤標準断

面図」 

図中；幅員を約8.0ｍ、約2.0ｍに変
更 

Ｄ 

Ⅱ-63 －  ― Ⅱ-64 8～9 なお、低騒音型機械について、より

低騒音レベルの機種（超低騒音型）
が発売されつつあるので、極力、超

低 騒音型 の機械 を採用す るよう 配

慮する。（追加）  

Ｂ 

Ⅱ-63 －  ― Ⅱ-64 17～18 ・仮設道路は凹凸がないように……

速やかに補修する。（追加）  Ｂ 

Ⅱ-63 23～24 ……発生する場合には、散水を行う
とともに、場合によっては工事を中

断する。 

Ⅱ-64 27～28 ……発生する場合には散水を行う。
なお、周辺民家に粉じんが飛散する

ような場合は工事を中断する。 

Ｂ 

第Ⅶ章 環境影響評価の結果 
「図Ⅶ-１-１.５ 風配図（甲府地
方気象台：平成16年）」の注釈 

注１）CALMは風速が0.4m/s以下の

場合を示す。 

Ｄ 

Ⅶ-1-10 －  「図Ⅶ-１-１.５ 風配図（甲府地
方気象台：平成16年）」 

 

Ⅶ-1-10 －  

２)測定期間は、表Ⅶ-１-１.９の
注３を参照。(注釈の追加) 

Ｃ 

Ⅶ-1-12 3 風速の現地調査結果は、…… Ⅶ-1-12 3 表Ⅶ-１-１.２に示す調査期間にお

ける風速の調査結果は…… 
Ｃ 

Ⅶ-1-12 下4 風向の現地調査結果は、…… Ⅶ-1-12 下4 表Ⅶ-１-１.２に示す調査期間にお
ける風向の調査結果は、…… 

Ｃ 
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表Ⅹ.１(2)  評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 

Ⅶ-1-26 下1 ……、敷地境界での大気汚染の影響

は低減される。 

Ⅶ-1-26 下1 ……、敷地境界での大気汚染の影響

は最小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-1-31 下8～7 ……発生する場合には、散水を行

うとともに、場合によっては工事
を中断する。 

Ⅶ-1-31 下8～7 … … 発 生 す る 場 合 に は 散 水 を 行

う。なお、周辺民家に粉じんが飛
散するような場合は工事を中断す

る。 

Ｂ 

Ⅶ-1-31 下2～1 ……、建設機械の稼働による粉じん

の影響は低減される。 

Ⅶ-1-31 下2～1 ……、建設機械の稼働による粉じん

の影響は最小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-1-40 下2～1 … …、排 出ガス の影響は 低減さ れ

る。 

Ⅶ-1-40 下2～1 ……、排出ガスの影響は最小化され

る。 
Ｂ 

Ⅶ-1-44 下1 ……、粉じんの影響は低減される。 Ⅶ-1-44 下2～1 … …、粉 じんの 影響は最 小化さ れ
る。 

Ｂ 

Ⅶ-1-52 ― ―  Ⅶ-1-52 1～11 なお、常永小学校における風向の測

定結果…………、常永地区で夜間に
発 生する 逆転層 を特に考 慮する 必

要はないものと考える。 

（記述の追加） 

Ａ 

Ⅶ-1-52 ― ―  Ⅶ-1-52 ― 「表Ⅶ-１-２.18 常永小学校及び
甲府地方気象台の静穏率」を追加し

た。 

Ａ 

Ⅶ-1-59 下1 ……、事業の実施による環境影響は
低減される。 

Ⅶ-1-60 下1 ……、事業の実施による環境影響は
最小化される。 

Ｂ 

Ⅶ-2-30 8 ・建設機械は低騒音型機械を使用す

る。 

Ⅶ-2-30 8～9 ・建設機械は基本的には低騒音型機

械を使用するが、超低騒音型の機種
に ついて も極力 採用する よう配 慮

する。 

Ｂ 

Ⅶ-2-30 ― ―  Ⅶ-2-30 11 なお ､超低騒音型のパワーレベルは
低騒音型機種より６dB低い。 

Ｃ 

Ⅶ-2-30 下1 ……、敷地境界での騒音の影響は低

減される。 

Ⅶ-2-30 下1 ……、敷地境界での騒音の影響は最

小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-2-36 ― ―  Ⅶ-2-36 13～14 ・仮設道路は凹凸がないように……
速やかに補修する。（追加） 

Ｂ 

Ⅶ-2-36 下1 ……低減される。 Ⅶ-2-36 下1 ……最小化される。 Ｂ 

Ⅶ-2-42 ― 「表Ⅶ-２-２.９ 道路交通騒音の
環境保全措置」 

環境保全措置；回避・低減 

検討結果；排水性舗装の導入は騒音
の低減に非常に効果があるため、… 

検討結果；……低減を図る。 

Ⅶ-2-42 ― 「表Ⅶ-２-２.９ 道路交通騒音の
環境保全措置」 

環境保全措置；回避・最小化に変更 

検討結果；排水性舗装の導入は騒音
の低減に効果があるため、… 

検討結果；……最小化を図る。 

Ｂ 

Ⅶ-2-42 ― 「表Ⅶ-２-２.９ 道路交通騒音の

環境保全措置」 
 

Ⅶ-2-42 ― 「表Ⅶ-２-２.９ 道路交通騒音の

環境保全措置」の注釈 
２）準備書で取り上げていたシャト

ルバスの運行を……記載した。 

(追加) 

Ｂ 

Ⅶ-2-42 下1 ……、騒音の低減を図る。 Ⅶ-2-42 下1 ……、騒音の最小化を図る。 Ｂ 

Ⅶ-2-45 ― 「図Ⅶ-２-２.12 都市計画道路の

標準断面図」 
図中；車道 

Ⅶ-2-45 －  「図Ⅶ-２-２.12 都市計画道路の

標準断面図」 
図中；車線に変更 

Ｂ 

Ⅶ-2-47 11 ……環境基準を…… Ⅶ-2-47 11 ……環境基準（Ａ類型：昼間55dB・

夜間45dB）を…… 
Ｃ 

Ⅶ-2-47 下2 ……、そのような建物は防音環境に
…… 

Ⅶ-2-47 下2 ……、そのような建物は一般的には
防音環境に…… 

Ｃ 

Ⅶ-2-48 下1 ……、事業の実施による環境影響は

低減される。  
Ⅶ-2-48 下1 ……、事業の実施による環境影響は

最小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-3-14 下1 ……、敷地境界での振動の影響は低

減される。 

Ⅶ-3-14 下1 ……、敷地境界での振動の影響は最

小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-3-17 ― ―  Ⅶ-3-17 10～11 ・仮設道路は凹凸がないように……
速やかに補修する。（追加） 

Ｂ 

Ⅶ-3-17 下1 低減される。 Ⅶ-3-17 下1 最小化される。 Ｂ 

Ⅶ-4-15 下1 … …、水 の濁り の影響は 低減さ れ

る。 

Ⅶ-4-15 下1 ……、水の濁りの影響は最小化され

る。 
Ｂ 
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表Ⅹ.１(3)  評価書を修正した個所及び内容 
評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 
Ⅶ-5-12 18 調整容量の算定は、以下の式を用い

て行った。 

Ⅶ-5-12 18～19 調整容量の算定は、「防災調節等技

術指針（案）解説と設計実例」（社

団法人日本河川協会）に基づき、以
下の式を用いて行った。 

Ｂ 

Ⅶ-5-14 －  「Ⅶ-５-２.１ 雨水の流出状況及

び雨水排水計画」 

Ⅶ-5-14 －  「Ⅶ-５-２.１ 雨水の流出状況及

び雨水排水計画」 
注５）東花輪川及び清川排水路の下

流 側水路 におけ る流出状 況の変 化

については、資料編（p.資7-7～15）
に掲載した。 

Ｂ 

Ⅶ-6-25 下4 ……10本である。 Ⅶ-6-26 4～6 ……10本であり、その樹木の詳細は

表Ⅶ-６-１-２.４に示すとおりで

ある。改変される樹木はいずれも植
栽されたものであり、№５～12まで

の一団（８本）の大径木についても

樹 木畑に 植栽さ れている もので あ
る。 

Ａ 

Ⅶ-6-25 ― ―  Ⅶ-6-26 ― 「表Ⅶ-６-１-２.４ 改変される

大径木の調査表」を追加した。 
Ａ 

Ⅶ-6-27 4 ……、環境影響の回避または代償を

図る。  
Ⅶ-6-28 4 ……、環境影響の回避または最小化

を図る。  Ｂ 

Ⅶ-6-27 ― 「表Ⅶ-６-１-３.１ 保全すべき
植物の環境保全措置」 

環境保全措置；代償  

Ⅶ-6-28 ― 「表Ⅶ-６-１-３.１ 保全すべき
植物の環境保全措置」 

環境保全措置；最小化 

Ｂ 

Ⅶ-6-27 下6～5 ……、影響は代償される。 Ⅶ-6-28 下6～5 ……、影響は最小化される。 Ｂ 

Ⅶ-6-27 下2 ……、影響は代償される。 Ⅶ-6-28 下2 ……、影響は最小化される。 Ｂ 

Ⅶ-6-43 3～4 ……、環境影響を代償する。 Ⅶ-6-44 3～4 ……、環境影響を最小化または代償

する。 
Ｂ 

Ⅶ-6-43 下2 ……、環境影響が代償される。 Ⅶ-6-44 下2 ……、環境影響が最小化または代償
される。 

Ｂ 

Ⅶ-6-44 ― 「表Ⅶ-６-２-３.１ 保全すべき

動物の環境保全措置」 

環境保全措置；回避・低減 
環境保全措置；代償  

Ⅶ-6-45 ― 「表Ⅶ-６-２-３.１ 保全すべき

動物の環境保全措置」 

環境保全措置；回避・最小化 
環境保全措置；最小化 

Ｂ 

Ⅶ-6-55 3 ……、環境影響を代償する。 Ⅶ-6-56 3～4 ……、環境影響を最小化または代償

する。 
Ｂ 

Ⅶ-6-55 下1 ……、環境影響は代償される。 Ⅶ-6-56 下2 ……、環境影響は最小化または代償

される。 
Ｂ 

Ⅶ-6-56 ― 「表Ⅶ-６-３-３.１ 保全すべき
水生生物の環境保全措置」 

環境保全措置；回避・低減 

環境保全措置；代償  

Ⅶ-6-57 ― 「表Ⅶ-６-３-３.１ 保全すべき
水生生物の環境保全措置」 

環境保全措置；回避・最小化 

環境保全措置；最小化 

Ｂ 

Ⅶ-7-6 5 ……、土砂に混入している種子や…
… 

Ⅶ-7-6 5～6 ……、土砂に混入している本来この
地域にない種子や…… 

Ｂ 

Ⅶ-7-12 5 ……混入した場合においても、この

地域の植生は…… 

Ⅶ-7-12 5 ……混入した場合においても、採石

プラント周辺の植生は…… 
Ｂ 

Ⅶ-7-13 4 ……、環境影響の回避または代償を

図る。 

Ⅶ-7-13 4 ……、環境影響の回避、最小化また

は代償を図る。 
Ｂ 

Ⅶ-7-13 12 ……、環境影響は回避または代償さ
れる。 

Ⅶ-7-13 12 ……、環境影響は回避、最小化また
は代償される。 

Ｂ 

Ⅶ-7-14 ― 「表Ⅶ-７-３-３.１(1) 生態系の

環境保全措置(1)」 

環境保全措置；回避・低減 
環境保全措置；代償  

Ⅶ-7-14 ― 「表Ⅶ-７-３ .１(1) 生態系の環

境保全措置(1)」 

環境保全措置；回避・最小化 
環境保全措置；最小化 

Ｂ 

Ⅶ-7-14 下12 「表Ⅶ-７-３-３.１(1) 生態系の

環境保全措置(1)」 
検討結果；影響の低減が図られるこ

とになる。 

Ⅶ-7-14 下12 「表Ⅶ-７-３ .１(1) 生態系の環

境保全措置(1)」 
検討結果；影響の最小化が図られる

ことになる。 

Ｂ 

Ⅶ-7-15 ― 「表Ⅶ-７-３-３.１(2) 生態系の
環境保全措置(2)」 

環境保全措置；代償  

Ⅶ-7-15 ― 「表Ⅶ-７-３ .１(2) 生態系の環
境保全措置(2)」 

環境保全措置；最小化 

Ｂ 

Ⅶ-8-18 下2 （写真Ⅶ-８-２.４参照） Ⅶ-8-18 下2 （写真Ⅶ-８-２.４、写真Ⅶ-８-３.
２(2)、写真Ⅶ-８-３.２(3)参照） 

Ｃ 
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表Ⅹ.１(4) 評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 
Ⅶ-8-21 ― 「写真Ⅶ-８-３ .２(2) 東花輪川

の 桜並木 から対 象事業実 施区域 方
向 の景観 （環境 保全に配 慮した 場

合）」 

Ⅶ-8-21 ― 「写真Ⅶ-８-３ .２(2) 東花輪川

の 桜並木 から対 象事業実 施区域 方
向 の景観 （環境 保全に配 慮した 場

合：夏季）」 

Ｃ 

― ― ―  Ⅶ-8-22 ― 「写真Ⅶ-８-３ .２(3) 東花輪川
の 桜並木 から対 象事業実 施区域 方

向 の景観 （環境 保全に配 慮した 場

合：冬季）」を追加した。 

Ａ 

Ⅶ-8-23 ― 「表Ⅶ-８-４.１ 主要な眺望地点
からの景観への影響の評価」 

２ 東花輪川の桜並木の景観への影

響の評価； ― 

Ⅶ-8-23 ― 「表Ⅶ-８-４.１ 主要な眺望地点
からの景観への影響の評価」 

２ 東花輪川の桜並木の景観への影

響の評価； 
また ､冬季には周辺の街路樹は落葉

するが、敷地内は常緑樹による緑化

のため、冬季においても遮へい効果
が機能している。(文末に追加) 

Ａ 

Ⅶ-9-6 11 ……、地域住民にとってより自然性

の高い…… 

Ⅶ-9-6 11 ……、地域住民にとって立入の制約

は あるも のの観 察会等を 通じて よ
り自然性の高い…… 

Ｃ 

Ⅶ-9-6 下4 ……、花見利用に対する影響は回避

または低減される。 

Ⅶ-9-6 下4 ……、花見利用に対する影響は回避

または最小化される。 
Ｂ 

Ⅶ-10-5 下1 ……環境への負荷は低減される。 Ⅶ-10-5 下1 ……環境への負荷は最小化される。 Ｂ 

第Ⅷ章 事後調査計画 
Ⅷ-1 

 

下6 

 

……。また、その経緯及び結果につ

いては事後調査報告書に記載……。 

Ⅷ-1 

 

下6 

 

……。また、その経緯及び結果につ

い ては中 間報告 書及び完 了報告 書

に記載……。 

Ｄ 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び

選定理由」 

Ⅷ-2 

Ⅷ-3 

－  「表Ⅷ-１.１(1) 事後調査項目及

び実施理由：工事中」 

「表Ⅷ-１.１(2) 事後調査項目及
び実施理由：供用時」 

(工事中と供用時に分けて表記) 

Ｃ 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び

選定理由」 
調査内容；  ― 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１(1) 事後調査項目及

び実施理由：工事中」 
調査内容(建設機械の稼働)； 

・環境保全措置の実施状況（追加） 

調査内容(雨水の排水)； 
・雨水排水の管理状況（追加） 

調査内容(地下水の排水)； 

・地下水の排水管理状況（追加） 
調査内容(造成工事)； 

・移植植物の管理状況（追加） 

Ｂ 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び
選定理由」 

調査内容；  ― 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-１.１(2) 事後調査項目及
び実施理由：供用時」 

調査内容(大規模店舗……)； 

・環境保全措置の実施状況（追加） 
調査内容(都市計画道路……)； 

・事務所、飲食店、住居等の建築状

況（追加） 
調査内容(ビオトープ園……)； 

・注目すべき植物の生育状況、・管

理状況（追加） 

Ｂ 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び

選定理由」 

実施理由(大規模店舗利用者、新住
民の車両の走行)； 

……ことから、環境保全措置の効果

……。 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-１.１(2) 事後調査項目及

び実施理由：供用時」 

実施理由(大規模店舗……)； 
……ことから、環境保全措置の実施

状況の把握、環境保全措置の効果…

…。 

Ａ 
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表Ⅹ.１(5) 評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 
Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び

選定理由」 
環境保全要因； 

ビオトープ園、緑の回廊、体験農園

の整備 
環境保全ゾーンによる代償 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び

選定理由」 
環境保全要因； 

「ビオトープ園、緑の回廊、体験農

園の整備」「環境保全ゾーンによる
代償」に分けて、事後調査項目、調

査内容及び実施理由を記載した。 

Ｃ 

Ⅷ-2 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び
選定理由」 

 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-１.１ 事後調査項目及び
選定理由」 

環境保全要因；「大規模店舗の供用」

の項目を追加し、事後調査項目、調
査内容及び実施理由を記載した。 

Ａ 

Ⅷ-3 3 ア.建設作業騒音・振動の測定 Ⅷ-4 3 ア.建設作業騒音・振動の調査 Ｃ 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-２.１ 工事中における建

設作業騒音・振動の測定計画」 

 
項目；測定頻度・時間 

Ⅷ-4 －  「表Ⅷ-２.１ 工事中における建

設作業騒音・振動の調査計画」 

(表題、項目の測定を調査に変更) 
項目；調査頻度 

調査項目；「建設機械の稼働状況」、

「環境保全措置の実施状況、実施体
制」を追加し内容を記載した。 

Ｂ 

Ⅷ-3 8 イ.水の濁りの測定 Ⅷ-4 7 イ.水の濁りの調査 Ｃ 

Ⅷ-3 11 測定期間は工事期間中とし、…… Ⅷ-4 9 調査期間は工事期間中とし、…… Ｃ 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-２.２ 工事中における水

の濁りの測定計画」 

Ⅷ-4 －  「表Ⅷ-２.２ 工事中における水

の濁りの調査計画」 

(表題、項目の測定を調査に変更) 
調査項目；「仮設沈砂池の設置状況 

雨水排水施設の管理状況 ､管理体

制」を追加し内容を記載した。 

Ｂ 

Ⅷ-3 下4 ウ.地下水水質の測定 Ⅷ-6 1 ウ.地下水水質の調査 Ｃ 

Ⅷ-3 下2 測定期間は工事期間中とし、…… Ⅷ-4 3 調査期間は工事期間中とし、…… Ｃ 

Ⅷ-3 －  「表Ⅷ-２.３ 工事中における地

下水水質の測定計画」 

 
測定年；２年目～７年目（平成19～

24年度）（調整池工事は２年目のみ） 

測定頻度；各年度２回（調整池工事
中は適宜回数を増やす。） 

測定場所；監視井戸：４地点（１～

４号公園内に設置）（調整池工事中
は地下水くみ上げ井戸） 

Ⅷ-4 －  「表Ⅷ-２.３ 工事中における地

下水水質の調査計画」 

(表題、項目の測定を調査に変更) 
調査項目；「地下水水質の監視体制」

を追加し内容を記載した。 

調査年；２年目～７年目（平成19～
24年度） 

調査頻度；年６回（１回/２ヵ月） 

調査場所；監視井戸：４地点（２～
４号公園、近隣公園（ビオトープ園）

内に設置） 

注）監視井戸は調整池の下流側に設
置する。（追加） 

Ａ 

－  －  ―  Ⅷ-6 5～6 また、調整池工事期間中は地下水排

水に伴う水質の調査を 表Ⅷ-２.４

に示すとおり行う。（追加） 

Ａ 

－  －  ―  Ⅷ-6 －  「表Ⅷ-２.４ 調整池工事におけ

る地下水水質の調査計画」 

（表の追加） 

Ａ 

Ⅷ-5 －  「表Ⅷ-２.４ 工事中における保

全すべき植物の調査計画」 

Ⅷ-6 －  「表Ⅷ-２.５ 工事中における保

全すべき植物の調査計画」 

調査項目；「移植植物の管理状況、
管 理体制 」を追 加し内容 を記載 し

た。 

Ｂ 

Ⅷ-5 5 ア.交通騒音の測定 Ⅷ-7 2 ア.交通騒音の調査 Ｃ 

Ⅷ-5 8 測定時期は、区画整理地への…… Ⅷ-7 4 調査時期は、区画整理地への…… Ｃ 
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表Ⅹ.１(6) 評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 
Ⅷ-5 －  「表Ⅷ-２.５ 供用時における交

通騒音の測定計画」 
 

項目；測定頻度・時間 

Ⅷ-7 －  「表Ⅷ-２.６ 供用時における交

通騒音の測定計画」 
(表題、項目の測定を調査に変更) 

項目；調査頻度 

調査項目；「環境保全措置の実施状
況、実施体制」を追加し内容を記載

した。 

Ｂ 

Ⅷ-5 下4 イ.都市計画道路及び大規模店舗の
供用に伴う騒音の測定 

Ⅷ-7 下4 イ.都市計画道路及び大規模店舗の
供用に伴う騒音の調査 

Ｃ 

Ⅷ-5 下1 なお、測定は、「ア.交通騒音の測定」

と同時に行う。 

Ⅷ-7 下1 なお、調査は、「ア.交通騒音の調査」

と同時に行う。 
Ｃ 

Ⅷ-5 －  「表Ⅷ-２.６ 供用時における都
市 計画道 路交通 騒音及び 環境騒 音

の測定計画」 

 
項目；測定頻度・時間 

Ⅷ-7 －  「表Ⅷ-２.７ 供用時における都
市 計画道 路交通 騒音及び 環境騒 音

の調査計画」 

(表題、項目の測定を調査に変更) 
項目；調査頻度 

調査項目；「事務所、飲食店、住居

等の建築状況」を追加し内容を記載
した。 

Ｂ 

Ⅷ-8 －  ―  Ⅷ-10 2 （ア）ビオトープ園、緑の回廊 

（項目の追加） 
Ｃ 

Ⅷ-8 2 供 用時に おける ビオトー プ園等 及

び環境保全ゾーンの……とする。 

Ⅷ-10 3 供 用時に おける ビオトー プ園等 の

……とする。 
Ｃ 

Ⅷ-8 －  「表Ⅷ-２.７ 供用時における動

植物の調査計画」 
 

 

Ⅷ-10 －  「表Ⅷ-２.８ ビオトープ園等に

おける動植物の調査計画」 
(表題を変更) 

調査項目；「注目すべき植物の生育

状況」、「管理状況 ､管理体制」を追
加し内容を記載した。 

調査場所（陸上動物、水生生物）；

調査場所から「環境保全ゾーン（３
地区）」を削除 

Ｂ 

－  －  ―  Ⅷ-10 4～5 （イ）環境保全ゾーン 

 供用時 におけ る環境保 全ゾー ン
の植物・動物調査の内容は、表Ⅷ-

２.９とする。 

（項目の追加） 

Ｂ 

－  －  ―  Ⅷ-10 －  「表Ⅷ-２.９ 環境保全ゾーンに

おける動植物の調査計画」  
（表の追加） 

Ｂ 

－  －  ―  Ⅷ-10 下2～1 エ．大規模店舗の供用に伴う景観の

調査 

 大規模 店舗の 供用に伴 う景観 の
事 後調査 内容は 表Ⅷ-２.10に示 す

とおりとする。 

（項目の追加） 

Ａ 

－  －  ―  Ⅷ-10 －  「 表Ⅷ-２ .10 大規模店 舗の供 用
に伴う景観の調査計画」  
（表の追加） 

Ａ 
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表Ⅹ.１(7) 評価書を修正した個所及び内容 

評価書 補正評価書 

頁 行 記載事項 頁 行 修正事項 理由 

資料編 
資 3-19 －  「表２-１ １日の来店車両台数の

設定」備考欄 
※ 平日の 自動車 分担率の 60％は 実

績数値による 

※ 休日の 自動車 分担率の 70％は 立
地法指針による 

 

資 3-19 －  「表２-１ １日の来店車両台数の

設定」備考欄 
※ 平日の 自動車 分担率の 60％は 実

績数値による 

※ 休日の 自動車 分担率の 70％は 立
地法指針による 

大 規 模商 業施 設の 整備 地区 及 び

都 市 計画 道路 沿道 は大 規模 店 舗
及び中小の店舗、飲食店、事務所

等を誘導し、現在の昭和バイパス

沿 道 の店 舗等 と連 担し た商 業 地
区が形成されるものと考え、自動

車分担率は商業地区の値を採用 

(追加) 

Ｂ 

資 3-21 －  

 

資 3-21 8～10 新山梨環状線南部区間東側につ
いては平成20年度に開通すること

になるが、この区間が含まれる地

域についても人口比率に応じた交
通量を設定しており、敷島田富線

を利用する交通量には開通後も大

きな変化はないものと考える。 
(追加) 

Ｂ 

資 4-30 下 4 ……行って、機差を求め、…… 資 4-30 下 6 ……行って、器差を求め、…… Ｃ 

資 4-30 －  ―  資 4-30 下 5～4 機器補正の詳細は「（４）大気測定
車気温計の機差補正」（p.資4-37）

に示した。 

Ｃ 

－  －  ― 資 4-37 1～ (４)大気測定車気温計の機差補正 
（項目及び内容の追加） 

Ｃ 

資 4-37 －  ― 資 4-38 2 ３ － １ 通常のプルームモデルの

場合 
(項目の追加) 

Ａ 

－  －  ― 資 4-42

～ 
資 4-44 

1～ ３ － ２ 逆転層面での反射を考慮

したプルーム式の場合 
(項目及び内容の追加) 

Ａ 

－  －  ― 資 5-16 1～ 「シャトルバス運行による環境負

荷の低減効果について」 

(項目及び内容の追加) 

Ｂ 

－  －  ― 資 7-8 

～ 

資 7-15 

1～ 「対象事業実施区域の下流域にお

ける流出状況の変化について」 

(項目及び内容の追加) 

Ｂ 

 


